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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・疾患別診療計画書10月分作成・アップロード、2025年1月分の作成をお願いします。
・新規利用開始後の評価/目標設定の仕組み、指示箋更新、下駄箱の管理等を整理していく。

・長期間欠席している利用者様に対して、状況確認を行ってください。
・青陽館便り等で大量に郵便を出す場合、以下の手順で依頼してください。

①郵便物の準備

②①の部数を確認しメモする

③郵便内容物（封筒に入れたもの）を1部準備（郵便局へ提出するため）

④①と②のメモ、③を経理へ持参

⑤経理で、①に「料金後納」のスタンプを押す（スタンプは経理にあります）

⑥経理で郵便局へ集荷依頼をする

※⑤まで郵便を出される方に行って頂き、経理では集荷依頼のみ致します。

・HPへの記事掲載依頼について

今後WIZメールにて掲載依頼する際には、TO：情報システム委員会 北向委員長
　CC：情報システム委員会（田高さん、長濱さん、白川AOM）で依頼メール送信しましょう。
※依頼者はデータを指定のフォルダに保存して下さい。

2024年度情報システム管理委員会→ホームページ関連→Ｒ6．○月記事
・第10回院内勉強会　※レポート方式で実施
　期間：2/13(木)～2/25(火)　テーマ：処遇制限について(CVPPP)　講師：竹達 奎亮

・3月のプログラムカレンダー入力・テキスト作成をお願いします。
　※入力〆切：2/26(水)

＜利用者様情報＞
デイケア
・山地　広人様～ID2929　利用中止　50歳　男性　統合失調症　主治医：深澤Dr
　（利用中止）　2021年5月18日よりデイケア利用再開となる。デイケア利用開始後は、コロナ禍にあり月1回程度の利用となっていたが、就労（B型就労チョコクッキー）は継続した利用が出来ていた。生活面・精神面での不安には、訪問看護五福へ相談しながら過ごせていた。

2023年10月に就労施設での対人関係トラブルにより、就労施設の利用を中止、以後はデイケア週2日（火・木）に増やし、時折対人トラブルや就労への不安を訴えることはあるが介入により安定した利用が出来ていた。

2024年11月28日　同意取得前の治験概要説明を本人へ実施。本人からも同意を得られたことから、本日2025年1月21日　治験実施のため入院となる。治験導入による精神症状の変動はなくスケジュール通りに遂行され2025年1月31日自宅退院。デイケア利用再開の希望があり、本日2月4日から利用再開し定期的な利用が出来ていた。

2025年2月25日治験Ⅱクール実施のため再度入院となり、同日デイケア利用中止となる。
・櫻田　華様～　ID9470　当院通院中　27歳　双極性障害　主治医：柞木田Dr
（体験利用延期）本人様より就労プログラムの見学希望が聞かれ、2月25日（火）15：00からのリワークプログラム見学の調整し当日は15：00までに外来に来て、外来からデイケアに連絡をもらいデイケアスタッフが本人を迎えに行く事としていた。本人から連絡があり、心の準備ができないため見学を延期したいと申し出あり。希望時には再度連絡をいただく事とした。

ショートケア

・特記する利用者様はおりません。
デイナイトケア
・川村　享様～　ID1878　利用中止　71歳　男性　馬渡Dr　統合失調症
（利用中止）　H12.4.24八戸赤十字病院精神科初診。当院にはデイケア利用目的でH29.4.1より定期通院していた。R4.9.3水中毒にて同院へ救急搬送され同院精神科へ入院。加療後R4.11.4より青風荘へ入居となり、デイナイトケアの利用開始。以前より歩行状態が不安定であったが、昨年12月より小刻み歩行が悪化、また眠気の強さもみられ主治医である八戸赤十字病院精神科を受診し、減薬。多飲水傾向にて水分制限をしているのも影響してか、R7.1月より易怒性や聞き入れの不良さが増加。小刻み歩行にも変化がないことから1月17日臨時受診し抑肝散が処方され、介護保険申請も勧められた。易怒的な面は少し改善するも、現在の本人のADLでは青風荘への入所継続は困難である事から環境調整、症状改善目的にて当院へ転入院の相談あり、医療保護入院となる。それに伴い、デイナイトケア・デイケア利用中止となる。
